
企画プログラム   
   
 1 日目　　10月 14日（金）　　A会場  
   
S1．女性 dystrophinopathy  10:00～ 11:00
   座長　国立精神・神経医療研究センター　木村　円
   
 S1-1．女性ジストロフィン変異保有者の健康管理について 
   国立病院機構あきた病院　小林　道雄
 S1-2．女性 dystrophinopathy の実際　－当院での経験症例について－ 
   国立病院機構鈴鹿病院　酒井　素子
 S1-3．女性ジストロフィン異常症における定期検診の22年間のまとめ 
  　－心筋障害の早期発見と治療の必要性－ 
   国立病院機構徳島病院　足立　克仁
   
S2．慢性期呼吸管理  11:00～ 12:00
   座長　国立病院機構東埼玉病院　尾方　克久
   
 S2-1．多職種チーム（RST）で取り組む慢性期呼吸管理 
   国立病院機構医王病院　駒井　清暢
 S2-2．気管腕頭動脈瘻とその予防的治療としての胸骨Ｕ字状切除術 
   国立病院機構沖縄病院　諏訪園　秀吾
 S2-3．気管腕頭動脈ろう回避の内科的試み 
  　－デュシｪンヌ型筋ジストロフィー（DMD）を中心に－ 
   国立病院機構鈴鹿病院　南山　誠
   
LS1．筋ジストロフィーの原因と最新治療  12:00～ 13:00
   座長　国立病院機構医王病院　駒井　清暢
   演者　同志社大学　石浦　章一
   
 国立病院機構　理事長挨拶  
   
特別講演 　「神経難病に対するトランスレーショナルリサーチ：研究から治療へ」 13:20～ 14:00
   座長　国立病院機構鈴鹿病院　小長谷　正明
   演者　　名古屋大学　神経内科　勝野　雅央
   
大会長講演「ハローCQから先端医療へ」 14:00～ 14:40
   座長　国立病院機構医王病院　駒井　清暢
   演者　国立病院機構鈴鹿病院　小長谷　正明



 
 1 日目　　10月 14日（金）　　A会場  
   
S3．中枢神経  14:40～ 15:50
   座長　国立病院機構刀根山病院　松村　剛
   
 S3-1．筋ジストロフィー患者への心理的支援　－刀根山病院における研究と実践から－ 
   大阪大学　井村　修
 S3-2．筋ジストロフィーの中枢神経病理 
   国立病院機構刀根山病院　藤村　晴俊
 S3-3．筋強直性ジストロフィータイプ1患者における認知機能障害と脳血流低下の分布に関する検討 

国立病院機構あきた病院　和田　千鶴
 S3-4．Duchenne 型筋ジストロフィーの中枢症状 
   国立精神・神経医療研究センター　関口　正幸
   
S4．基礎研究トピック  15:50～ 17:00
   座長　国立病院機構鈴鹿病院　南山　誠
   
 S4-1．筋ジストロフィーのあたらしい治療、わかりやすく説明します 
   国立精神・神経医療研究センター　木村　円
 S4-2．iPS細胞を用いた神経・筋疾患研究 
   愛知医科大学　岡田　洋平
 S4-3．ドラックリポジショニング戦略による筋疾患・神経筋接合部患者の治療法開発 
   名古屋大学　大野　欽司



企画プログラム   
   
 2 日目　　10月 15日（土）　　A会場 
   
S5．リハビリテーション  9:00～ 10:00
   座長　国立病院機構名古屋医療センター　渡邊　潤子
   
 S5-1．当院での筋ジストロフィー在宅療養患者に対する継続的リハビリテーションサポート体制について
   国立病院機構刀根山病院　久保　美佳子
 S5-2．神経・筋難病におけるロボットスーツHALの使用経験 
   国立病院機構鈴鹿病院　　堤　恵志郎
 S5-3．筋ジストロフィーのリハビリテーション 
   国立病院機構八雲病院　田中　栄一
   
S6．筋ジスにまつわる福祉制度面  10:00～ 11:00
   座長　国立病院機構青森病院　高田　博仁
   
 S6-1．難病法の制度が筋ジストロフィーの療養生活に寄与すること 
   国立病院機構青森病院　小関　敦
 S6-2．筋ジスベッドのある療養介護病棟の実態と生活状況に関するアンケート調査 
   日本筋ジストロフィー協会　矢澤　健司
 S6-3．筋ジストロフィーの医療と福祉　：　これまでの発展とこれからの課題 
   国立病院機構東埼玉病院　尾方　克久
   
S7．筋ジストロフィーと IT　いい面と悪い面  11:00～ 12:00
   座長　国立病院機構下志津病院　　本吉　慶史
   
 S7-1．療養介護病棟（筋ジス）におけるインターネットの利用についての現状と課題～第2報～
   国立病院機構鈴鹿病院　山内　慎吾
 S7-2．筋ジストロフィー病棟におけるSkype を使用した他院との交流活動を実施して～第4報～
   国立病院機構下志津病院　向井　優美子
 S7-3．インターネット、マルチメディアを活用した筋ジストロフィー病棟での支援 
   国立病院機構兵庫中央病院　松本　浩幸
   
LS2．災害時における神経難病患者の支援－東日本大震災の経験から－ 12:10～ 13:10
   座長　国立病院機構鈴鹿病院　久留　聡
   演者　仙台徳洲会病院　大隅　悦子

共催　フクダライフテック中部株式会社
   
筋ジス患者作品展示   13:10～ 14:00



企画プログラム   
   
 2 日目　　10月 15日（土）　　A会場 
   
S8．症例検討  14:00～ 15:10
   座長　国立病院機構鈴鹿病院　久留　聡
   
 S8-1．筋ジストロフィーが疑われた抗SRP抗体陽性ミオパチーの1例 
   国立病院機構鈴鹿病院　野田　成哉
 S8-2．重症心不全で死亡したデュシェンヌ型筋ジストロフィーの一例 
   国立病院機構熊本再春荘病院　三角　郁夫
 S8-3．完全房室ブロックを合併したデュシェンヌ型筋ジストロフィーの一例 
   国立精神・神経医療研究センター　瀬川　和彦
 S8-4．両側性気胸を合併したDuchenne 型筋ジストロフィーの一例 
   国立病院機構鈴鹿病院　木村　正剛
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